
国語－３（第１学年） 文学的な文章を朗読する事例（読むこと）
【学習活動の概要】

１ 単元名 『蜘蛛の糸』を朗読しよう～自分のものの見方や考え方を広げる～

２ 単元の目標
『蜘蛛の糸』の朗読を通して内容の理解を深めるとともに，作品に表れたものの見方や考え

方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広げることができる。

３ 評価規準
【国語への関心・意欲・態度】

朗読をする文章の内容に関心をもち，工夫して読もうとしている。
【読む能力】

・文章を朗読するために，登場人物の心情や行動，情景描写に注意して読み，内容の理解を
深めている。

・朗読の工夫を通して，文章に表れたものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考
え方を広げている。

【言語についての知識・理解・技能】
語句の文脈上の意味をとらえ，それが文章の中で果たしている役割を考えながら読んでい

る。

４ 教材
『蜘蛛の糸』（芥川龍之介）

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全４時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１時 学習の見通しをもつ。 ○全体を６つの部分に分けておく。
全文を通読し，作品全体のイメージをつか ○朗読するという目的意識をもっ

む。 て，語句の意味を調べさせる。
朗読したい部分を決め，語句の意味を確か

める。
第２時 冒頭部分を使い，朗読の仕方を考えるため ○朗読の仕方だけでなく，なぜそ

の方法を全体で確認する。自分が選んだ部分 のように読むのかという理由が
の朗読の仕方を考える。 明確に書けるよう，「朗読シート」

第３時 同じ部分を選んだ人でグループを作り，朗 を工夫する。
(本時) 読の工夫の仕方を交流する。
第４時 朗読会を行い，学習を振り返る。 ○グループの代表者に朗読させる。

(2)本時の学習（３/４時間）

① グループの中で，次の要領で朗読を交流する。
・前時に作成した「朗読シート」を示しながら，朗読の仕方と，そのように読む理由

を説明する。
・実際に朗読する。
・「朗読シート」の内容と実際の朗読について，意見を述べ合う。

② 朗読の仕方について話し合う
・それぞれの朗読の共通点を整理する。
・朗読の仕方の相違点について，意見を述べ合う（グループとして意見をまとめる必

要はない）。
・話合いを通して気付いたこと，修正点等を「朗読シート」に記入する。

③ 各自で朗読の練習をする。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例では，中学校学習指導要領・国語の第１学年「読むこと」の指導事項「ウ 場面の展開

や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。」と，「オ 文章に表れてい
るものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くすること。」を指導する。文
学的な文章を読む上で基本となる読み方を定着させるとともに，文章に表れているものの見方や
考え方について自分なりの考えをもてるように指導する。

さらに，関連する内容として，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕「(1)イ(ｲ) 語
句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し，語感を磨くこと。」を位置付ける。『蜘蛛
の糸』にはやや難しい語句も使われているが，辞書的な意味を確認するとともに，その語句の文
脈上の意味を明確にして，注意して朗読させるようにする。

【言語活動の充実の工夫】
上述の内容を効果的に指導するために，言語活動を設定する。第１学年「読むこと」の言語活

動例は，次の３つであり，本事例では，アの言語活動例を具体化した。

ア 様々な種類の文章を音読したり朗読したりすること。
イ 文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。
ウ 課題に沿って本を読み，必要に応じて引用して紹介すること。

文学的な文章を読むことについては，機械的に場面
に区切り，教師の発問に生徒が答える形で読み進める指
導が多い。このような指導を否定するものではないが，
生徒の読書生活を考えると，個々の生徒が目的をもって
より主体的に読むことを促す指導が必要である。

そこで，本単元では，朗読するという言語活動を通し
て学習を進めることにした。文章を音読したり朗読した
りすることは，小学校から継続的に指導している。この
学習経験を踏まえ，単元の冒頭から，朗読するという目

的を示すようにした。
本単元では，
・語句の文脈上の意味を理解すること。
・叙述に即して内容を想像し理解を深めること。
・ものの見方や考え方について自分の考えをもつこと。

を指導するが，これらについて，朗読の工夫をすること
を通して学習させる。そのためには，右の例のように，
「読み方の工夫」と「そのように読む理由」を明確に記
入させるようなワークシートを準備すると効果的であ
る。

例えば右の部分について，予想される生徒の反応とし
ては次のようなものが考えられる。

例：ここへ来てから何年にも出したことのない声で
強めに読む

（理由）長かった地獄の苦しみからようやく解放さ
れる気持ちを込めたいから。

例：今のうちにどうかしなければ，糸はまん中から二つに断れて，落ちてしまうのに違いあり
き

ません。 緊迫した感じで速めに読む

（理由）早く何とかしなくてはと，焦っている気持ちだから。

なお，学習評価に当たっては，上手に朗読できたかどうかで評価するのではなく，上記の三つ
の内容が適切に学習できているかどうかで評価することが大切である。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：④，⑥ （※分類番号はP5表参照）

「朗読シート」の例




